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新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

旧
年
中
は
、
全
森
建
の
運
営
に
あ
た

り
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
的
に
見
る
と
、
歴
史

上
初
と
な
る
米
朝
首
脳
会
談
の
開
催
、

欧
州
に
お
け
る
移
民
政
策
問
題
、
さ
ら

に
は
、
台
風
に
よ
る
豪
雨
、
地
震
に
よ

る
津
波
の
発
生
、火
山
の
噴
火
な
ど
、大

き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨

や
９
月
の
台
風
21
号
等
に
よ
る
い
く
つ

も
の
甚
大
な
自
然
災
害
が
あ
り
、
広
域

に
わ
た
る
山
腹
崩
壊
や
土
石
流
の
発
生
、

ま
た
、
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

で
は
、
直
下
型
の
表
層
崩
壊
が
多
発
し
、

多
く
の
人
命
・
財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
発
す
る
集
中
豪
雨
や

地
震
、
火
山
噴
火
等
の
自
然
災
害
に
対

し
て
、
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
と
と
も
に
、
森
林
土
木

事
業
を
通
じ
て
、
国
民
の
安
心
・
安
全

や
林
業
の
振
興
・
成
長
産
業
化
な
ど
へ

の
期
待
に
応
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
何
卒
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「霧氷と富士山」
（写真提供：（一社）山梨県建設業協会林務部会）
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ニ
ズ
ム
を
解
析
し
、「
発
生
」・「
流
下
」・

「
堆
積
」
の
各
区
域
の
特
性
や
地
形
・
脆

弱
な
地
質
の
分
布
状
況
等
に
応
じ
て
、

コ
ア
ス
ト
ー
ン
等
巨
石
・
土
石
流
へ
の

対
策
、
脆
弱
な
地
質
地
帯
に
お
け
る
山

腹
崩
壊
等
対
策
、
流
木
対
策
を
組
み
合

わ
せ
て
『
複
合
防
御
型
治
山
対
策
』
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
、
昨
年
の
甚
大
な
災
害

に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
機
能
に
支
障
を
来
し
、

国
民
経
済
や
国
民
生
活
に
多
大
な
影
響

が
あ
っ
た
と
し
て
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
の

緊
急
点
検
を
実
施
し
、
今
年
度
の
第
二

次
補
正
予
算
と
平
成
31
年
度
以
降
の
当

初
予
算
に
よ
り
３
カ
年
の
緊
急
対
策
を

講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
、
林
野
庁
に
お
い
て
は
、
平
成

30
年
７
月
豪
雨
等
に
よ
り
山
地
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
国

の
１
９
２
千
か
所
（
平
成
30
年
10
月
時

点
）
の
山
地
災
害
危
険
地
区
等
の
う
ち
、

特
に
危
険
性
が
高
い
約
５
万
箇
所
の
内

数
に
お
い
て
、
そ
の
荒
廃
状
況
、
既
存

施
設
の
健
全
度
の
緊
急
点
検
を
行
い
判

明
し
た
、
災
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
る
緊
急
的
に
対
策
が
必
要
な
地
区
等

に
お
い
て
、
治
山
施
設
の
設
置
等
に
よ

る
荒
廃
山
地
の
復
旧
・
予
防
対
策
、
あ

る
い
は
間
伐
等
の
森
林
対
策
、
林
道
改

良
整
備
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
の
山
地
災
害
が
多
発

し
て
い
る
中
山
間
地
域
で
は
、
人
口
減

少
が
顕
著
で
、
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進

行
す
る
中
で
、
地
域
建
設
業
は
担
い
手

の
確
保
・
育
成
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
こ
こ
10
年
間
で
公
共
事

業
関
係
予
算
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
、
人
員
も
資
機
材
も
ギ
リ
ギ
リ

の
状
況
に
な
り
、
災
害
時
の
緊
急
出
動

も
で
き
ず
、「
災
害
対
応
力
」
が
大
き
く

低
下
し
て
い
ま
す
。
治
山
・
林
道
施
設

で
あ
る
『
山
地
イ
ン
フ
ラ
』
等
地
域
の

社
会
資
本
の
整
備
と
維
持
管
理
、
そ
し

て
災
害
時
の
対
応
と
い
う
、
森
林
土
木

業
界
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
地
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
事
前
防

災
・
減
災
に
よ
る
国
土
強
靱
化
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
３
年
間

と
い
う
短
期
ス
パ
ン
で
は
な
く
、
10
～

15
年
程
度
の
長
期
の
ス
パ
ン
で
計
画
さ

れ
る
、
安
定
的
・
持
続
的
な
事
業
量
の

確
保
が
大
前
提
と
考
え
ま
す
。
安
定
的
、

健
全
な
経
営
が
あ
っ
て
初
め
て
、
課
せ

ら
れ
た
使
命
で
あ
る
災
害
時
の
緊
急
対

応
と
担
い
手
の
確
保
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

現
在
、
建
設
業
界
に
お
い
て
は
、『
働

き
方
改
革
』
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ

様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

事
業
量
の
確
保
、
適
正
な
利
潤
の
確
保
、

そ
し
て
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
と
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
小
規
模
な
工
事
が
多
い
森

林
土
木
事
業
に
お
い
て
は
そ
の
導
入
が

な
か
な
か
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

書
類
の
簡
素
化
や
３
次
元
デ
ー
タ
の
活

用
等
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
週
休
２
日
制
を
実
現

し
、
若
い
人
た
ち
に
魅
力
あ
る
業
界
と

し
て
活
路
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
平
成
31
年

度
林
野
公
共
事
業
関
係
予
算
概
算
決
定

額
に
つ
い
て
は
、「
森
林
整
備
・
治
山
事

業
促
進
議
員
連
盟
」
の
諸
先
生
方
を
は

じ
め
、
林
野
庁
等
関
係
機
関
、
関
係
団

体
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
よ
り
、前
年
度
比
１
２
４
・７
％
と
大

き
な
伸
び
の
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
ま

す
。
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
を
着
実
に
受

注
施
工
し
て
い
く
と
と
も
に
、
次
年
度

以
降
の
更
な
る
増
額
予
算
の
確
保
が
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
会
員
の
皆
様
と
連
携
し
な

が
ら
こ
れ
ら
の
課
題
の
実
現
に
向
け
て

協
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
の
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
、
ま
た
無
事
故
・
無
災

害
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年 

頭 

所 

感

一
般
社
団
法
人 

全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会

会
長
　
嶋
﨑
　
勝
昭

　

新
年
を
迎
え
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
全
森
建
の
運
営
に
あ
た
り
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
大
き
な
自
然
災
害
が
毎

年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
昨

年
も
７
月
の
西
日
本
豪
雨
や
９
月
の
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
、
ま
た
、
台
風
21

号
等
に
よ
る
い
く
つ
も
の
甚
大
な
自
然

災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
西
日
本
豪
雨
災

害
で
は
、
広
域
に
わ
た
り
山
腹
崩
壊
や

土
石
流
等
が
発
生
し
、
胆
振
東
部
地
震

で
は
、
直
下
型
で
崩
壊
の
深
さ
２
～
４

ｍ
程
度
の
表
層
崩
壊
が
多
発
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、

林
野
庁
で
は
、
山
地
災
害
の
発
生
メ
カ
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り
ま
す
。こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を「
伐

っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
と
い
う
形

で
循
環
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
先
人

た
ち
が
守
っ
て
き
た
豊
か
な
森
林
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
適
切
な
経

営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
に
つ

い
て
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
へ
の
集

積
・
集
約
化
や
市
町
村
に
よ
る
公
的
管

理
を
進
め
る
森
林
経
営
管
理
法
が
昨
年

５
月
に
成
立
し
ま
し
た
。
ま
た
市
町
村

が
実
施
す
る
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進

に
資
す
る
取
組
の
財
源
と
し
て
、
森
林

環
境
税
（
仮
称
）
及
び
森
林
環
境
譲
与

税
（
仮
称
）
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
新
制
度
や
新
税
が
ス
タ

ー
ト
す
る
本
年
は
、
林
業
の
成
長
産
業

化
と
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
実
現

に
資
す
る
新
制
度
等
の
着
実
な
運
用
に

向
け
、
地
方
公
共
団
体
を
含
む
関
係
者

の
方
々
と
の
連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
30
日
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
が
発
効
し
、
さ
ら
に
今
後
日
Ｅ
Ｕ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
も
控
え
る
中
、
川
上
に

加
え
て
、
川
中
・
川
下
、
そ
し
て
流
通

全
体
で
の
改
革
を
進
め
、
木
材
製
品
の

国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。
引
き
続
き
、
川
上
に
お

け
る
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

の
育
成
や
路
網
整
備
、
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
と
あ
わ
せ
、
加
工
施
設
の
効

率
化
や
競
争
力
の
あ
る
製
品
へ
の
転
換

支
援
等
に
よ
り
、
木
材
産
業
の
体
質
強

化
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
川
上

か
ら
川
下
ま
で
の
事
業
者
間
で
の
需
給

等
の
情
報
を
適
時
に
共
有
す
る
取
組
を

推
進
し
、
効
率
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

木
材
の
需
要
拡
大
・
利
用
促
進
も
大

き
な
課
題
で
す
。
ま
ず
、
木
材
の
主
要

な
需
要
先
で
あ
る
建
築
分
野
に
つ
い
て
、

梁
や
桁
な
ど
で
外
材
が
多
く
使
わ
れ
て

い
る
低
層
住
宅
と
、
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン

や
商
業
施
設
な
ど
の
中
高
層
建
築
及
び

低
層
非
住
宅
の
大
き
く
２
つ
の
分
野
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
新

た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
普
及
や
Ｊ
Ａ

Ｓ
構
造
材
の
普
及
支
援
等
に
よ
る
代
替

需
要
の
獲
得
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
組
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
経

済
界
等
の
協
力
な
ど
に
よ
る
環
境
整
備

も
併
せ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え

て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
や
、
セ

ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
先
端

技
術
の
開
発
、
付
加
価
値
の
高
い
木
材

製
品
の
輸
出
等
も
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
問
題
へ
の
取
組
も
重
要
で
す
。

森
林
の
整
備
は
、
国
土
保
全
や
水
源
涵

養
の
み
な
ら
ず
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
（
仮
称
）
の
創
設
も
契
機
と

し
て
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に

向
け
た
森
林
整
備
が
一
層
進
む
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０

３
０
年
ま
で
の
国
際
社
会
共
通
の
目
標

で
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
は
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
な
ど

が
施
策
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、現
在
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
基
づ
き
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
化

か
ら
５
年
間
の
成
果
等
を
踏
ま
え
、
昨

年
12
月
に
策
定
し
た
新
た
な
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
、
民
有
林
に
お
け
る
新
た
な
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
（
森
林
経
営
管
理
制

度
）
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
の
育
成
支

援
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
特
に
本
年
は
、
意
欲
と
能
力
の

あ
る
林
業
経
営
者
の
育
成
の
た
め
、
国

有
林
野
の
一
定
の
区
域
で
、
公
益
的
機

能
を
確
保
し
つ
つ
、
長
期
・
安
定
的
に

立
木
の
伐
採
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
新

た
な
仕
組
み
の
導
入
に
向
け
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
各
地
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
発
展
と
、
読
者
の
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年 

頭 

所 

感

林
野
庁
長
官

牧
元
　
幸
司

　

平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
台

風
21
号
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
等
に

よ
る
山
崩
れ
な
ど
に
よ
り
、
日
本
各
地

で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の

方
々
に
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
近

年
頻
発
す
る
自
然
災
害
を
鑑
み
ま
す
と
、

荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備
を
は
じ
め
と
し

た
森
林
の
整
備
や
治
山
対
策
の
重
要
性

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
林

野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
災
害
に
強

い
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

山
地
災
害
の
予
防
な
ど
事
前
防
災
・
減

災
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
一
層
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
に
つ

い
て
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の

多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
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「
全
森
建
」の
嶋
﨑
会
長
は
平
成
30
年

11
月
14
日
、
平
成
31
年
度
林
野
公
共
事

業
予
算
に
関
し
、
森
林
土
木
関
係
団
体

と
連
携
し
、
農
林
水
産
大
臣
、
財
務
省

主
計
局
長
並
び
に
衆
・
参
両
院
の
関
係

国
会
議
員
に
公
共
予
算
の
確
保
に
関
す

る
要
望
書
を
持
参
し
て
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、林
野
庁
を
訪
問
し
、林

野
庁
長
官
を
は
じ
め
林
野
庁
幹
部
に
対

し
て
も
要
望
書
を
提
出
し
、
森
林
土
木

事
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
諸
情
勢
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

◎ 

要 

望 

書
（
全
文
）

に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
山

間
部
で
大
規
模
か
つ
多
数
の
山
腹
崩
壊

が
発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な
災
害
発
生

が
恒
常
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
激
甚
化
す
る
大
規
模
自
然
災

害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
地

域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、一

刻
も
早
い
荒
廃
山
地
の
復
旧
治
山
対
策

は
も
と
よ
り
、
防
災
・
減
災
の
た
め
の

予
防
治
山
対
策
や
森
林
整
備
を
緊
急

的
・
重
点
的
に
進
め
、
山
地
防
災
力
が

強
化
さ
れ
た『
強
靭
な
山
地
イ
ン
フ
ラ
』

を
創
出
す
る
「
緑
の
国
土
強
靱
化
」
を

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
、
緊
急
か
つ

重
要
な
課
題
と
し
て
全
国
各
地
の
住
民

か
ら
切
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
疲
弊
し
て
い
る
山
村
経
済
を

活
性
化
し
地
方
創
生
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
合

意
に
よ
る
影
響
を
克
服
し
て
い
く
た
め

に
は
、
森
林
資
源
の
活
用
に
よ
る
林
業

の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
国
産
材
の
安

定
供
給
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
の
下
、
木
材
を
効
率
的
に

運
搬
・
輸
送
す
る
幹
線
林
道
の
整
備
や
、

多
面
的
機
能
発
揮
に
向
け
た
間
伐
・
再

造
林
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
地
域
に

お
け
る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
下
記
の

と
お
り
、
大
型
経
済
・
国
土
強
靭
化
対

策
の
早
急
な
編
成
並
び
に
政
策
課
題
の

実
現
に
向
け
た
平
成
31
年
度
林
野
公
共

事
業
予
算
の
大
幅
増
加
に
つ
い
て
、
特

段
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

記

１�

．
平
成
30
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の

編
成
と
林
野
公
共
事
業
予
算
額
の
確

保○�
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
台
風
災

害
等
の
早
期
復
旧
・
復
興
対
策
を

加
速
さ
せ
る
た
め
の
治
山
対
策
及

び
林
道
施
設
災
害
復
旧
の
強
力
な

推
進

○�

イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
に
基
づ
く

「
緑
の
国
土
強
靭
化
」の
強
力
な
推

進
○�

事
前
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て
流

木
災
害
の
防
止
に
向
け
た
治
山
対

策
や
森
林
整
備
の
強
力
な
推
進

○�

国
産
材
の
効
率
的
・
安
定
的
な
供

給
体
制
の
構
築
と
森
林
吸
収
量
確

保
の
た
め
の
、
間
伐
等
森
林
施
業

並
び
に
路
網
整
備
の
推
進

○�

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
事
業

に
よ
る
防
災
・
減
災
の
た
め
の
既

存
治
山
施
設
の
機
能
強
化
等
イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
対
策
、
林
道
整
備

等
の
推
進

２�

．
平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

林
野
公
共
事
業
予
算
の
増
額
の
確
保

○�

平
成
30
年
７
月
西
日
本
豪
雨
災
害
、

平
成
31
年
度

林
野
公
共
事
業
予
算
に
関
す
る
要
望
活
動
を
実
施

太田主計局長への要望

牧元林野庁長官、本郷次長への要望

　

近
年
、
全
国
各
地
で
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
集
中
豪
雨
や
大
き

な
地
震
等
に
よ
り
、
大
規
模
な
山
腹
崩

壊
、
土
石
流
等
の
自
然
災
害
が
多
数
発

生
し
、
多
く
の
貴
重
な
人
命
・
財
産
が

失
わ
れ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は

土
石
流
等
に
伴
う
夥
し
い
流
木
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
本
年
７
月
に
は
西

日
本
豪
雨
に
よ
り
広
域
で
山
腹
崩
壊
、

土
石
流
等
が
発
生
し
た
後
、
続
く
９
月
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北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
等
激�

甚
災
害
指
定
地
に
お
け
る
緊
急
対

策
○�
緊
急
総
合
地
す
べ
り
防
止
事
業
の

創
設
並
び
に
流
木
防
止
総
合
対
策
、

火
山
噴
火
・
山
火
事
対
策
等
の
強

化
・
拡
充

○�

事
前
防
災
・
減
災
対
策
、
復
旧
対

策
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
総
合

的
な
治
山
対
策
と
森
林
整
備
を
行

平
成
30
年
度

「
全
森
建
」
技
術
・
労
働
委
員
会
を
開
催

　

全
森
建
で
は
、
平
成
30
年
11
月
28
日

㈬
、
今
年
度
の
技
術
・
労
働
委
員
会
を

永
田
町
ビ
ル
四
階
会
議
室
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
平
成
30
年
度
改
善
要

望
事
項
及
び
そ
れ
に
対
す
る
林
野
庁
の

見
解
並
び
に
平
成
31
年
度
労
働
安
全
ポ

ス
タ
ー
用
の
森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
の
写
真
選
考
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
山
藤
委
員
長
が
挨
拶
し
、

次
い
で
林
野
庁
を
代
表
し
て
木
暮
計
画

課
施
工
企
画
調
整
室
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
木
暮
室
長
の
ほ
か
に
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
計
画
課
か
ら
村

山
企
画
官
、
浜
浦
課
長
補
佐
、
整
備
課

か
ら
春
日
森
林
土
木
専
門
官
、
治
山
課

平成30年度 技術・労働委員会

平
成
30
年
度
改
善
要
望
事
項

　

議
事
の
中
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

提
出
さ
れ
た
22
項
目
の
改
善
要
望
事
項

に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
委
員
と
の

間
で
問
答
形
式
に
よ
り
、
現
場
の
実
態

等
を
踏
ま
え
た
活
発
な
意
見
交
換
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
改
善
要
望
事
項
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
最
終
的
な
林
野

庁
の
見
解
等
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
会

報
で
報
告
し
ま
す
。

１　

設
計
・
積
算
関
係

平成30年度 森林土木写真コンクール選考

①�

流
木
等
の
除
去
費
用
・
数
量
算
出

手
法
に
つ
い
て

②�

高
所
斜
面
掘
削
機
に
よ
る
の
り
切

工
の
積
算
に
つ
い
て

③�

「
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
積
算
方
式
」

の
単
価
の
適
正
化
に
つ
い
て

④�

ポ
ン
プ
打
設
の
施
工
単
価
に
つ
い

て
⑤�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
日
打
設
量
に
つ

い
て

⑥�

工
期
の
適
切
な
設
定
に
つ
い
て

⑦�

「
山
林
砂
防
工
」の
適
用
に
つ
い
て

⑧�

客
土
吹
付
工
に
つ
い
て

⑨�

伐
開
後
の
集
積
・
積
込
作
業
に
つ

い
て

⑩�

熱
中
症
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

⑪�

法
面
工
の
作
業
員
に
つ
い
て

⑫�

治
山
現
場
に
お
け
る
法
面
作
業
に

つ
い
て

う
「
緑
の
国
土
強
靱
化
」
の
推
進

○�

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源

の
適
切
な
管
理
の
た
め
、
幹
線
林

道
等
路
網
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
及

び
間
伐
・
再
造
林
等
の
森
林
整
備

事
業
の
推
進

○�

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
事
業

の
推
進
に
よ
る
治
山
施
設
の
長
寿

命
化
対
策
の
強
化
・
拡
充
、
予
防

治
山
・
路
網
整
備
の
推
進

か
ら
川
﨑
課
長
補
佐
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

⑬�

簡
易
法
枠
工
に
つ
い
て

２　

歩
掛
関
係

①�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
工
に
つ
い
て

②�

廻
排
水
管
（
仮
設
工
）
設
置
・
撤

去
に
つ
い
て

③�

「
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
積
算
方
式
」

の
擁
壁
工
に
つ
い
て

④�

掘
削
に
か
か
る
歩
掛
に
つ
い
て

３　

そ
の
他

①�

施
工
時
期
の
平
準
化
に
つ
い
て

②�

設
計
図
書
閲
覧
期
間
の
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て

③�

予
算
の
確
保
に
つ
い
て

④
入
札
関
係
に
つ
い
て

ａ�

年
度
替
わ
り
の
労
務
単
価
変
更

に
伴
う
変
更
契
約
に
つ
い
て

ｂ�

森
林
分
野
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
普
及
に

つ
い
て

⑤�

働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
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政
府
は
、
平
成
30
年
12
月
７
日
に
閣

議
決
定
し
た
「
平
成
31
年
度
予
算
編
成

の
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
12
月
21
日

の
閣
議
で
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
の

予
算
総
額
１
０
１
兆
４
，５
６
４
億
円

と
な
る
政
府
の
予
算
案
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は

公
共
事
業
費
に
は
６
兆
９
，０
９
９
億

円
が
計
上
さ
れ
、
林
野
関
係
で
は
、
治

山
事
業
費
が
８
５
６
億
円
、
森
林
整
備

事
業
費
が
１
，４
１
３
億
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
30
年
度
補
正
予
算
に

お
け
る
治
山
事
業
費
１
９
５
億
円
及
び

森
林
整
備
事
業
費
１
８
２
億
円
と
合
わ

せ
た
林
野
一
般
公
共
事
業
費
の
【
当
初

予
算
＋
国
土
強
靭
化
緊
急
森
林
対
策
＋

補
正
予
算
】
の
対
前
年
度
当
初
予
算
比

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
全
体
で
１
４
７
・
０
％
、

治
山
事
業
費
１
７
６
・
０
％
、森
林
整
備

平
成
31
年
度
林
野
庁
公
共
事
業
予
算
概
算

決
定
の
概
要

事
業
費
１
３
２
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅰ　

森
林
整
備
事
業
（
公
共
）

【
１
２
２
，１
０
７�

�
（
１
２
０
，３
１
３
）百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源

の
適
切
な
管
理
を
実
現
す
る
た
め
、

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
る
地
域
を
中
心
に
、
間
伐
や
路

網
整
備
、
再
造
林
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
国
土
保
全
や
地
球
温
暖
化

防
止
等
に
貢
献
し
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

　

森
林
吸
収
量
２
・７
％
以
上（
平
成

17
年
度
比
）
の
確
保
に
向
け
た
間
伐

の
実
施
（
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
８
年
間
の
年
平
均
：
52

万
ha
）

◎〈
事
業
の
内
容
〉

Ⅱ　

治
山
事
業
（
公
共
）

【
６
０
，６
２
７�

�

（
５
９
，７
３
６
）百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

豪
雨
災
害
等
、
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
す
る
山
地
防
災
力
強
化
の
た
め
、

荒
廃
山
地
の
復
旧
・
予
防
対
策
、
総

合
的
な
流
木
対
策
の
強
化
等
の
治
山

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

　

周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
防
止
機

能
等
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
た
集
落
の

増
加

◎〈
事
業
の
内
容
〉

１�

．荒
廃
山
地
の
復
旧・予
防
対
策
の

推
進

　

豪
雨
災
害
等
、
激
甚
化
す
る
災

害
に
よ
る
荒
廃
山
地
の
復
旧
・
予

防
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

特
に
激
甚
な
災
害
が
発
生
し
た

地
区
に
お
い
て
は
、
治
山
施
設
の

排
土
等
の
緊
急
的
な
措
置
を
実
施

し
ま
す
。

２�

．
多
様
化
す
る
山
地
災
害
に
対
す

る
治
山
対
策
の
強
化

①�

流
域
を
一
体
と
し
た
復
旧
・
予

防
対
策
や
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ

ム
に
堆
積
し
た
流
木
の
除
去
な

ど
の
対
策
を
総
合
的
に
実
施
し

ま
す
。

②�

施
設
の
改
良
と
併
せ
た
場
合
に
、

１�

．
間
伐
や
路
網
整
備
、
再
造
林
等

・�

森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

【
２
３
，４
４
５�

�

（
２
３
，１
９
４
）百
万
円
】

・�

森
林
資
源
循
環
利
用
林
道
整
備

事
業

【
２
，０
４
６�

�

（
１
，８
３
３
）百
万
円
】

・�

林
業
専
用
道
整
備
事
業

【
１
，０
１
５�

�

（
１
，０
０
０
）百
万
円
】

①�

森
林
資
源
が
充
実
し
た
区
域
等

に
お
い
て
、
路
網
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
た
め
森
林
作
業

道
、
林
業
専
用
道
、
林
業
生
産

基
盤
整
備
道
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的

な
森
林
整
備
の
た
め
の
航
空
レ

ー
ザ
計
測
等
を
実
施
し
ま
す
。

②�

再
造
林
や
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
健
全
な

森
林
を
育
成
し
ま
す
。

２�

．
台
風
等
の
気
象
害
を
受
け
た
被

害
森
林
や
奥
地
水
源
林
等
の
整
備

・�

特
定
森
林
再
生
事
業
（
環
境
林

整
備
事
業
を
再
編
）

【
２
，５
９
８�

�

（
２
，８
５
０
）百
万
円
】

・�
水
源
林
造
成
事
業

【
２
５
，２
１
６�

�

（
２
４
，８
４
５
）百
万
円
】

	

（
８
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
平
成
31
年
度
の

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
用
写
真
の
選
考
に

は
入
り
、
平
成
30
年
度
森
林
土
木
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
総
数
82
点
か
ら
、

山
藤
委
員
長
を
は
じ
め
出
席
委
員
全
員

と
林
野
庁
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
、

ま
た
、
髙
畑
専
務
理
事
、
事
務
局
職
員

も
参
加
し
た
投
票
・
審
査
に
よ
り
、
最

優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
４
点
が
選
考
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の
作
品
に
つ

い
て
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。
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優
秀
賞

平成 30年度森林土木写真コンクール審査結果（敬称略）

最優秀賞
長崎県森林土木建設業協会

辻　 洋 一

石川県森林土木協会
伊藤 有衣子

岩手県森林土木建設協会
中田　有希

（一社）山梨県建設業協会林務部会
望月　慶介

群
馬
県
森
林
土
木
建
設
協
会

鈴
木　
秀
雄
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・�

民
有
林
直
轄
事
業

【
１
１
，２
５
１�

�

（
１
１
，０
８
６
）百
万
円
】

Ⅲ　

�

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
（
公
共
）

【
９
２
，７
１
４�
�

（
９
１
，６
５
０
）百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
す
る

農
林
水
産
業
の
基
盤
整
備
や
農
山
漁

村
の
防
災
・
減
災
対
策
を
支
援
し
ま

す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

○�

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農

地
面
積
の
８
割
と
な
る
よ
う
農
地

集
積
を
推
進［
平
成
35
年
度
ま
で
］

○�

木
材
供
給
が
可
能
と
な
る
育
成
林

の
資
源
量
が
23
・
４
億
㎥
に
増
加

す
る
よ
う
林
道
等
の
路
網
整
備
を

推
進
［
平
成
37
年
度
ま
で
］

○�

大
規
模
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る

地
域
等
に
お
い
て
整
備
率
が
69
％

と
な
る
よ
う
海
岸
堤
防
等
の
整
備

を
推
進
［
平
成
32
年
度
ま
で
］

◎〈
事
業
の
内
容
〉

１�
．都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、地
域

の
実
情
に
応
じ
て
農
山
漁
村
地
域

整
備
の
目
標
等
を
記
載
し
た
農
山

漁
村
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

２�

．
農
業
農
村
、森
林
、水
産
の
各
分

野
に
お
い
て
、
農
山
漁
村
地
域
の

生
産
現
場
の
強
化
や
防
災
力
の
向

上
の
た
め
の
事
業
を
選
択
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

農
業
農
村
分
野
‥
農
用
地
整
備
、

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
、
海

岸
保
全
施
設
整
備
等

②�

森
林
分
野
‥
予
防
治
山
、
路
網

整
備
等

③�

水
産
分
野
‥
漁
港
漁
場
整
備
、

漁
村
環
境
整
備
、
海
岸
保
全
施

設
整
備
等

３�

．都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、自
ら

の
裁
量
に
よ
り
地
区
ご
と
に
配
分

で
き
ま
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
の

裁
量
で
地
区
間
の
融
通
が
可
能
で

す
。

Ⅳ　

�

森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業

（
公
共
）【
復
旧
・
復
興
対
策
】

【
１
３
，５
３
０�

�

（
１
６
，２
７
３
）百
万
円
）】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

放
射
性
物
質
を
含
む
土
砂
の
流
出

防
止
を
図
る
た
め
の
間
伐
・
路
網

整
備
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

避
難
指
示
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

た
市
町
村
を
中
心
に
、
航
空
レ
ー

ザ
計
測
に
よ
る
効
率
的
な
計
画
策

定
や
路
網
の
開
設
等
を
重
点
的
に

実
施
し
ま
す
。

火
山
灰
土
の
排
土

等
の
緊
急
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

③�

災
害
関
連
緊
急
地

す
べ
り
防
止
事
業

と
一
体
的
に
、
周

辺
被
災
箇
所
も
含

め
た
地
す
べ
り
対

策
工
事
を
集
中
的

に
実
施
し
ま
す
。

・�

流
木
防
止
総
合
対

策
事
業

【
１
，４
５
０

（
－
）
百
万
円
】

・�

緊
急
総
合
地
す
べ

り
防
止
事
業

【
２
５
０
（
－
）

百
万
円
】

・�
防
災
林
造
成
事
業

【
２
，６
２
５�

�
（
２
，９
０
９
）�

�
百
万
円
】

３�

．崩
壊
地・地
す
べ
り

等
の
集
中
的
な
復
旧

整
備

　

大
規
模
な
崩
壊
地

や
地
す
べ
り
等
の
復

旧
の
た
め
、
民
有
林

直
轄
治
山
事
業
に
新

規
着
手
す
る
な
ど
、

集
中
的
な
復
旧
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

（注）
１．�上記のほか、農山漁

村地域整備交付金及
び農山漁村振興交付
金に、林野関係事業
を措置している。

２．�「臨時・特別の措置」
とは、重要インフラ
の緊急点検等を踏ま
えた防災・減災、国
土強靭化のための緊
急対策に係る分であ
る。

３．�（　）内の数字は前年
度比。

４．�計数は、四捨五入の
ため合計とは一致し
ない場合がある。

Ⅰ　平成 31年度 林野関係予算の概要 平成 30年 12月

区　　　　　分 30年度
予算額

31 年度概算決定額 30 年度補正追加額

Ｃ＋Ｄ＋Ｅ
「臨時・特別
の措置」を
含まない
Ａ

「臨時・特別
の措置」
Ｂ

概算決定額

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

１次補正

Ｄ

２次補正

Ｅ
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

公共事業費 1,900 1,929 441 2,370 468 493 3,331
（101.5%） （124.7%）

一般公共事業費 1,800 1,827 441 2,269 52 325 2,646
（101.5%） （126.0%） （147.0%）

治山事業費 597 606 250 856 52 143 1,051
（101.5%） （143.3%） （176.0%）

森林整備事業費 1,203 1,221 192 1,413 − 182 1,595
（101.5%） （117.4%） （132.6%）

災害復旧等事業費 100 101 − 101 416 168 685
（101.7%） （101.7%）

非公共事業費 1,097 1,063 − 1,063 1 266 1,330
（97.0%） （97.0%）

合　　計 2,997 2,992 441 3,433 469 759 4,661
（99.8%） （114.6%）
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Ⅱ　平成 31 年度農林水産予算の骨子
１　総括表

区　　　　　分 30年度
予算額

31 年度概算決定額 30 年度補正追加額

Ｃ＋Ｄ＋Ｅ
「臨時・特別
の措置」を
含まない
Ａ

「臨時・特別
の措置」
Ｂ

概算決定額

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

１次補正

Ｄ

２次補正

Ｅ
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

農林水産予算総額 23,021 23,108 1,207 24,315 974 5,027 30,316
（対前年度比） − （100.4%） （105.6%）

１．公共事業費 6,860 6,966 1,200 8,166 922 2,371 11,459
（対前年度比） − （101.5%） （119.0%）

一般公共事業費 6,667 6,770 1,200 7,970 52 2,035 10,057
（対前年度比） − （101.5%） （119.5%）

災害復旧等事業費 193 196 0 196 870 336 1,402
（対前年度比） − （101.7%） （101.7%）

２．非公共事業費 16,161 16,142 7 16,149 52 2,656 18,857
（対前年度比） − （99.9%） （99.9%）

（注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

２　公共事業費一覧

区　　　　　分 30年度
予算額

31 年度概算決定額 30 年度補正追加額

Ｃ＋Ｄ＋Ｅ
「臨時・特別
の措置」を
含まない
Ａ

「臨時・特別
の措置」
Ｂ

概算決定額

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

１次補正

Ｄ

２次補正

Ｅ
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

農業農村整備 3,211 3,260 511 3,771 − 1,413 5,184
（対前年度比） （101.5%） （117.5%）

林野公共 1,800 1,827 441 2,269 52 325 2,646
（対前年度比） （101.5%） （126.0%）

治　　山 597 606 250 856 52 143 1,051
（対前年度比） （101.5%） （143.3%）

森林整備 1,203 1,221 192 1,413 − 182 1,595
（対前年度比） （101.5%） （117.4%）

水産基盤整備 700 710 190 900 − 239 1,139
（対前年度比） （101.5%） （128.6%）

海　　岸 40 45 8 53 − 8 61
（対前年度比） （112.9%） （133.0%）

農山漁村地域整備交付金 917 927 50 977 − 50 1,027
（対前年度比） （101.2%） （106.6%）

一般公共事業費計 6,667 6,770 1,200 7,970 52 2,035 10,057
（対前年度比） （101.5%） （119.5%）

災害復旧等 193 196 − 196 870 336 1,402
（対前年度比） （101.7%） （101.7%）

公共事業費計 6,860 6,966 1,200 8,166 922 2,371 11,459
（対前年度比） − （101.5%） （119.0%）

（注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
４．農業農村整備事業関係予算については、

・�31年度概算決定額（臨時・特別の措置を除く）として4,418億円（農業農村整備事業3,260億円、農山漁村地域整備交付金のうち農
業農村整備分650億円、農地耕作条件改善事業（非公共）300億円、農業水路等長寿命化・防災減災事業（非公共）208億円の合計）

・�31年度概算決定額（臨時・特別の措置）として546億円（農業農村整備事業511億円、農山漁村地域整備交付金のうち農業農村整備
分35億円の合計）

・�30年度補正額として1,488億円（農業農村整備事業1,413億円、農山漁村地域整備交付金のうち農業農村整備分35億円及び中山間地
域所得向上支援事業（非公共）のうち基盤整備分40億円の合計）

を措置しており、その総合計は 6,451 億円（臨時・特別の措置を除くと 5,905 億円）。

・�

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
被

災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再

生
や
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
発
生
し

た
山
腹
崩
壊
地
等
の
復
旧
整
備
を

実
施
し
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

◎〈
政
策
目
標
〉

・�

土
壌
を
保
持
す
る
能
力
等
が
良
好

に
保
た
れ
て
い
る
森
林
の
割
合
の

増
加

・�

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
を

平
成
23
年
か
ら
概
ね
10
年
間
で
完

了

◎〈
事
業
の
内
容
〉

《
森
林
整
備
事
業
》

１�

．
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
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が
必
要
な
森
林
等
に
お
い
て
、

・�

流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
の
設
置

・�

流
木
化
す
る
可
能
性
の
高
い
流

路
部
の
立
木
の
伐
採

等
の
流
木
対
策
を
よ
り
一
層
加
速

化
し
ま
す
。

２　

森
林
の
緊
急
対
策�

�

【
１
９
，１
５
１
百
万
円
】

◎	〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

山
腹
崩
壊
や
流
木
被
害
等
の
お
そ

れ
の
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
山
地
災

害
の
未
然
防
止
や
林
道
機
能
の
確
保

等
を
図
る
た
め
、
荒
廃
森
林
の
間
伐

や
森
林
の
緊
急
造
成
、
法
面
崩
壊
等

の
危
険
性
が
高
い
林
道
の
改
良
整
備

等
を
実
施
し
ま
す
。

◎	〈
政
策
目
標
〉

○�

緊
急
的
に
整
備
が
必
要
な
荒
廃
森

林
約
２
，０
０
０
箇
所
に
お
い
て
、

災
害
発
生
の
危
険
性
を
低
減
［
平

成
32
年
度
ま
で
］

○�

緊
急
的
に
改
良
整
備
が
必
要
な
林

道
約
３
０
０
箇
所
に
お
い
て
、
被

災
の
危
険
性
を
低
減
［
平
成
32
年

度
ま
で
］

◎	〈
事
業
の
内
容
〉（
森
林
整
備
事
業
）

○�

重
要
イ
ン
フ
ラ
緊
急
点
検
等
を
踏

ま
え
て
、
緊
急
に
対
策
が
必
要
な

荒
廃
森
林
に
つ
い
て
、
山
地
災
害

や
流
木
被
害
等
の
未
然
防
止
等
を

図
る
た
め
、
間
伐
等
の
森
林
整
備

や
林
道
の
改
良
整
備
を
実
施
し
ま

　

特
用
林
産
物
の
出
荷
制
限
地
域

を
含
む
市
町
村
に
お
い
て
、
森
林

所
有
者
等
が
行
う
放
射
性
物
質
対

策
と
一
体
と
な
っ
た
間
伐
・
路
網

整
備
等
を
推
進
し
ま
す
（
災
害
に

強
い
森
林
づ
く
り
で
は
、
林
業
専

用
道
の
開
設
等
が
実
施
で
き
ま

す
）。

２�

．
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
等
森

林
整
備
事
業
（
公
的
主
体
に
よ
る

間
伐
等
）

　

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
等
に

お
い
て
、
放
射
性
物
質
の
影
響
等

で
所
有
者
自
ら
で
は
整
備
が
進
め

が
た
い
森
林
に
つ
い
て
、
県
・
市

町
村
の
公
的
主
体
に
よ
る
間
伐
・

路
網
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
（
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
は
本
事
業

を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
）。

３�

．
航
空
レ
ー
ザ
計
測
の
実
施

　

福
島
県
内
に
お
い
て
、
避
難
指

示
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
市
町

村
を
中
心
に
効
率
的
な
路
網
計
画

策
定
の
た
め
の
航
空
レ
ー
ザ
計
測

等
を
支
援
し
ま
す
。

《
治
山
事
業
》

１�

．
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・

再
生

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
が
持
つ
潮

害
の
防
備
、
飛
砂
・
風
害
の
防
備

等
の
災
害
防
止
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
生
育
基
盤
盛
土
の
造
成
、

植
栽
工
等
に
よ
り
、
海
岸
防
災
林

の
復
旧
・
再
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
被
災
し
た
海
岸
防

災
林
の
う
ち
、
復
旧
を
要
す
る
１

６
４
㎞
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

３
月
末
ま
で
に
１
６
２
㎞
で
着
手
、

91
㎞
で
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
つ
い
て
は
、
生

育
基
盤
盛
土
の
造
成
が
お
お
む
ね

順
調
に
進
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
植

栽
工
を
中
心
に
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

２�
．
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
山
腹
崩

壊
地
の
復
旧

　

地
震
の
揺
れ
に
よ
り
発
生
し
た

大
規
模
な
山
腹
崩
壊
地
等
に
つ
い

て
、
治
山
ダ
ム
工
等
に
よ
る
計
画

的
な
復
旧
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

Ⅴ　

�

国
土
強
靱
化
緊
急
森
林
対

策
（
治
山
・
森
林
）
公
共

１　

治
山
施
設
等
の
緊
急
対
策�

�

【
２
４
，９
７
７
百
万
円
】

◎	〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　

山
腹
崩
壊
や
流
木
被
害
等
の
お
そ

れ
の
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、
集
中
豪

雨
等
に
対
す
る
山
地
防
災
力
を
高
め

る
た
め
、
治
山
施
設
の
設
置
等
に
よ

る
荒
廃
山
地
の
復
旧
・
予
防
対
策
、流

木
対
策
や
海
岸
防
災
林
の
整
備
を
実

施
◎	〈
政
策
目
標
〉

○�

災
害
発
生
の
危
険
性
を
低
減
す
る

た
め
、
緊
急
的
に
整
備
が
必
要
な

荒
廃
山
地
約
６
０
０
箇
所
に
お
い

て
、治
山
対
策
を
大
幅
に
進
捗［
平

成
32
年
度
ま
で
］

○�

災
害
発
生
の
危
険
性
を
低
減
す
る

た
め
、
緊
急
的
に
整
備
が
必
要
な

海
岸
防
災
林
約
50
㎞
に
お
い
て
、

海
岸
防
災
林
の
整
備
を
大
幅
に
進

捗
［
平
成
32
年
度
ま
で
］

○�

流
木
災
害
発
生
の
危
険
性
を
低
減

す
る
た
め
、
緊
急
的
に
整
備
が
必

要
な
荒
廃
森
林
約
７
０
０
箇
所
に

お
い
て
、
流
木
対
策
を
大
幅
に
進

捗
［
平
成
32
年
度
ま
で
］

◎	〈
事
業
の
内
容
〉（
治
山
事
業
）

○�

重
要
イ
ン
フ
ラ
緊
急
点
検
の
結
果

に
よ
り
判
明
し
た
、
早
急
に
治
山

対
策
が
必
要
な
山
地
災
害
危
険
地

区
等
に
お
い
て
、

・�

治
山
施
設
の
設
置
等
に
よ
る
荒

廃
山
地
や
荒
廃
危
険
山
地
の
復

旧
・
予
防
対
策

・�

植
栽
や
防
潮
堤
等
の
整
備
な
ど

の
海
岸
防
災
林
の
整
備

等
を
推
進
し
ま
す
。

○�

ま
た
、
平
成
29
年
７
月
の
九
州
北

部
豪
雨
等
に
よ
る
流
木
災
害
の
発

生
を
受
け
て
実
施
し
た
緊
急
点
検

に
よ
り
抽
出
し
た
、
早
急
に
対
策

	

（
12
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
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三重県森林土木建設協会の活動
―�三重県森林土木建設協会�―

地方協会だより（17）

は
じ
め
に

　

三
重
県
は
、日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
、紀

伊
半
島
の
東
岸
に
位
置
し
、
伊
勢
湾
と
熊

野
灘
を
臨
む
東
西
約
80
㎞
、
南
北
約
１
７

０
㎞
の
南
北
に
細
長
い
県
土
で
、
北
部
は

鈴
鹿
山
脈
を
中
心
に
、東
に
伊
勢
平
野
、西

に
伊
賀
盆
地
が
あ
り
、
海
岸
線
が
単
調
で

あ
る
の
に
対
し
、
南
部
は
紀
伊
山
地
が
海

岸
に
迫
り
平
地
が
少
な
く
リ
ア
ス
式
海
岸

が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
土
の
総
面
積
５
７
８
千
ha
の
う
ち
森

林
が
３
７
３
千
ha
の
64
％
を
占
め
、
古
く

か
ら
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
、
年
輪
が

細
か
く
強
度
が
高
い
木
材
を
多
く
生
産
し

て
い
ま
す
。

「
お
伊
勢
さ
ん
」

　

伊
勢
平
野
の
南
に
「
お
伊
勢
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
「
伊
勢
神
宮
」

（
正
式
名
称
は「
神
宮
」）が
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
に
は
全
国
か
ら
参
拝
す
る
人
が
絶

え
ず
訪
れ
、
一
生
に
一
度
は
行
き
た
い
日

本
の
聖
地
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
28
年
に
は
三
重
県
で
開
催
さ
れ

た
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
に
訪
れ
た
Ｇ

７
の
各
国
首
脳
を
お
迎
え
し
、
今
や
神
宮

の
荘
厳
で
凛
と
し
た
空
気
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
国

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

協
会
の
沿
革

　

三
重
県
森
林
土
木
建
設
協
会
は
、
森
林

土
木
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
そ
の
知
識
の
向

上
と
技
術
の
研
究
に
よ
り
、
森
林
土
木
事

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

58
年
６
月
１
日
「
三
重
県
林
業
土
木
振
興

会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
３
年
６
月

１
日
に
現
在
の
名
称
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
数
は
設
立
時
に
２
９
５
社
、
ピ
ー
ク

時
に
は
３
５
８
社
ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
公
共
事
業
予
算
の
減
少
等
、
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
伴
い
会
員
数
の
減

少
が
続
き
、
現
在
は
１
１
９
社
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

要
望
・
活
動

　

三
重
県
で
は
平
成
26
年
に
「
み
え
森
と

緑
の
県
民
税
」
が
導
入
さ
れ
、
災
害
に
強

い
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
森
林
の
持
つ
機
能
を
高
め
て

い
く
た
め
、
県
内
の
森
林
・
林
業
・
木
材

関
係
団
体
と
と
も
に
、
三
重
県
知
事
と
の

「
森
林
ト
ー
ク
」
並
び
に
「
森
林
懇
談
会
」

を
通
じ
、
予
算
要
望
や
事
業
の
継
続
・
拡

充
に
つ
い
て
の
提
言
・
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
。
知
識
や
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め

の
講
習
や
研
修
、
ま
た
大
規
模
災
害
を
想

定
し
た
災
害
対
応
訓
練
な
ど
に
、
会
員
の

殆
ど
が
加
入
す
る
三
重
県
建
設
業
協
会
の

一
員
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

災
害
協
定
の
締
結

　

平
成
16
年
の
台
風
21
号
や
平
成
23
年
の

台
風
12
号
等
に
よ
る
豪
雨
は
、
紀
伊
半
島

南
部
の
多
く
の
山
腹
を
崩
壊
し
、
流
出
し

た
流
木
土
砂
に
よ
り
豊
か
な
森
林
を
は
じ

め
、
林
道
・
道
路
、
河
川
、
橋
梁
等
の
公

共
施
設
や
家
屋
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
異
常

気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、

森
林
や
生
活
道
路
と
し
て
も
重
要
な
林
道

等
の
施
設
の
早
期
復
旧
を
図
り
、
優
れ
た

森
林
を
保
全
す
る
た
め
、
会
員
に
よ
る
自

主
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
施
設
管
理
者

災害対応訓練
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今
年
の
行
事
予
定

６
月
19
日
㈬

平
成
31
年
度
全
森
建
定
時
総
会

正
・
副
会
長
会
議
、
理
事
会
、
表
彰
式

７
月
下
旬

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
（
中
央
研

修
：
東
京
都
）

11
月
下
旬

「
全
森
建
」
技
術
・
労
働
委
員
会
（
東

京
都
）

◎�

（
一
社
）山
梨
県
建
設
業
協
会
林
務
部

会
の
表
紙
写
真
に
併
せ
、「
東
沢
橋

（
八
ヶ
岳
高
原
ラ
イ
ン
）と
厳
冬
の
八

ヶ
岳
連
峰
」
の
写
真
の
提
供
が
あ
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

に
迅
速
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

早
期
復
旧
・
事
前
防
止
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
森
林
災
害
支
援
等

の
協
定
書
」
を
作
成
し
、
県
内
13
市
町

と
締
結
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
三
重
県
の
三
つ
の
農
林
事
務
所
か

ら
総
合
評
価
の
対
象
と
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組

　

公
共
事
業
の
減
少
傾
向
は
依
然
と
し

て
続
き
、
協
会
の
運
営
に
苦
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
の
建
設
業
と

し
て
は
、
自
ら
生
産
性
の
向
上
に
努
め
、

働
き
方
改
革
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
経
営
基
盤
の
安
定
と
必
要
な

人
材
の
確
保
・
育
成
を
図
る
た
め
、
機

会
を
捉
え
公
共
事
業
予
算
の
安
定
的
確

保
と
・
拡
大
に
つ
い
て
、
全
森
建
等
関

係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
国
等
行
政

機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

独
自
活
動
が
少
な
い
本
協
会
の
現
状

に
お
い
て
、
会
員
に
有
意
義
な
取
組
・

活
動
を
見
い
だ
し
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
県
協
議
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ

恐
縮
で
す
が
、
何
か
ご
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
取
組
や
活
動
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
林
野
庁
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
等
の
災
害
へ
の
対
応
、

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
等
を
踏
ま

え
た
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
緊
急
対
策
の
た
め
に
１
，２
２
８

億
円
が
計
上
（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
公
共
事
業
費
と
し
て
は
、

一
次
補
正
及
び
二
次
補
正
に
お
い
て
９

６
１
億
円
が
計
上
さ
れ
、
治
山
事
業
費

１
９
５
億
円
、
森
林
整
備
事
業
費
１
８

２
億
円
、
災
害
復
旧
等
事
業
費
５
８
４

億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

林�

野
庁
関
係�

補
正
予
算
の
概
要

土砂・流木緊急除去事業 災害協定調印式

◎�

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

す
。

○�

台
風
や
地
震
等
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
森
林
に
つ
い
て
、
被
害
木
の

除
去
や
森
林
の
緊
急
造
成
等
を
実

施
し
ま
す
。

林
野
庁
幹
部
人
事
異
動

　

次
の
と
お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
12
月
31
日
付

◇
退
職�

吉
澤　

英
樹

�

（
林
野
庁
管
理
課
企
画
官（
事
業
評
価
担
当
））


